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＜連絡事項＞

· 伊藤　雄一様～11/10（金）　13：30より退院時療養検討会議実施予定。
（北病棟入院中、11/11退院予定）

· 11/10（金）15：00より食事サービス管理委員会開催。
（池田スタッフ参加、次回12/8の参加は月舘スタッフ）
· スタッフ用のインフルエンザ予防接種予診票の配布あり。各自注意事項を確認しておく事。

· 第４回法人研修「交通事故に遭わないために」が講師都合により日程変更となる。各自出欠簿への再記入する事。日時　１１/２９（水）、１１/３０（木）　１８：００～１９：００
＜外来情報＞

· 柳町　信之様～以前から足の浮腫については、主治医より少し様子を見るよう促されている。
　　　　　　　→狭心症の既往などもあり、本人より定期的に他科受診（循環器内科）をしている　
　　　　　　　　と話が聞かれている。
　　　　　　　　ナイトケア利用時は全身の浮腫チェックと共に水分量についても確認していく。

· 中居　松男様～アパートでの夕食準備（自炊）の希望があり、主治医より許可を頂いている。
　　　　　　　→夕食準備については、本人、青明舎、青山荘スタッフとで本日検討予定となって
　　　　　　　　いる。10月末より朝食準備のみ開始したばかりであり、火の始末など当面は関
　　　　　　　　係機関スタッフの声掛けや確認が必要と思われる。
· 山田　健次様～膝痛の訴えあり。膝痛を理由にナイトケア利用も欠席が目立っており、利用回数等
　　　　　　　スタッフと相談するよう促されている。
　　　　　　　→本日面談実施。利用予定日は現状のままで、欠席する時はうみねこ幸房終了時に
　　　　　　　　報告に来る事を約束している。雪が降るようになれば、例年通りナイトケア利用
　　　　　　　　は一時中止するとの事。
· 中川原　義雄様～夜間覚醒時、眠気が強く自宅で転倒する事もある様子。就床前薬のネルボン、
　　　　　　　　ロヒプノールがそれぞれ減薬となる。
＜利用者様情報・検討＞

・高橋　百壽様～外来より情報提供あり。
八戸赤十字病院より問い合わせあり、前回の血液検査の結果、11/2同院糖尿病代謝内科にて入院加療が必要との事。その際、本人の現在の状態から一般科・精神科どちらでの受け入れが適当かという主旨の情報提供書を本人へ渡しているが返答がないとの事で当院へ状態確認の連絡がある。11/6当院定期受診の際も、本人より上記の話はなかった事を伝えると、八戸赤十字病院より、母親同伴で再度受診するよう連絡を取る予定との事。

＜青山荘利用者事例検討＞

　○関　秀治様　（28）　統合失調症

· デイケア利用開始　平成16年3月～（平成19年2月退所予定）

・ デイケア通所率　　80％後半～90％台

· 9/7より青明舎就労訓練開始（清掃）　　　　→・「疲れますけど…でも」と返答ある。

· 職親（パンション）導入の為の書類準備中　　　・仕事内容をこなす力はあり、報告も出来る。

⇒対人関係の拡大

新しい人との出会いを自然にクリアーにしていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　

（青山荘より情報提供）

· 職親利用については、現在主治医意見書を作成依頼中。保健所への申請から約半月程度かかる予定であり、それまでは青山荘スタッフ同伴で就労訓練を継続していく。

· 就労訓練開始後、疲労感もあり週末外出する機会も減っている。

· 仕事の枠組みが決められていないと、取り組みに戸惑い、時間がかかる事もある。自己判断力は乏しい。

· 青山荘退所後はアパートかケアホームへの入居を希望。一時は実家帰省の希望もあったが、日中の活動場所を考え変更している。

· 体調管理ができず、体調が悪くても決められた仕事があれば無理をしてまで行ってしまう。

· 青山荘での現在の役割は、自治会の書記を担当している。負担は少ない様子。

（デイケアからの情報提供）

· クリスマス忘年会の実行委員を担当している。人数も多いこともあり負担にはなっていない様子。

· 日中眠気が強いとの訴えある。服薬については「飲まないとイライラが出てくる」「（服薬する事で）安定している」等と発言聞かれる。　

⇒　就労支援、青山荘自治会、デイケアクリスマス忘年会実行委員と課題が重なったが、少し
ストレスをかけていくことで回避する力を獲得していただく。自分で生活の形を作っていけるようアドバイスし、問題が生じた場合に相談できる機会を設けていく。　　　　

　　　　　　

＜青山荘からの情報提供＞

○村上　元道様

· 眠気が強く定時に起床できないことがある。日課の乱れると「薬の影響かな」「疲れのせいかな」と発言聞かれる。10/24ジプレキサが就床前から夕食後服用に変更となるが、1週間後の10/31には再度就床前へ変更となっている。11/6うみねこ幸房利用後、3日程は定時に起床できている。

· うみねこ幸房利用について、対人面は特に問題は見られない。ただ、本人のこれまでの経過や他利用者からの影響を考えると様々な誘い（高額な買い物、遊戯場への出入り）を上手に断る事が出来ない事も予測される。

· 長兄について～本人とは疎遠となっているが、自宅に閉じこもりがちであり、買い物等もメモを両親に渡し買ってきてもらっており、両親が応じないと時には暴力を振るうこともある様子。（松平病院入院歴あり）本人への影響、両親も高齢である事も考え、実家のある南郷区役所の保健師に介入を依頼、父親へも了承を得ている

＜デイケアからの情報＞

○清川　厚子様

· デイケア利用時に腹痛を訴えあり、臥床して過ごす事がある。便通は良いとの事だが、本人の希望するプログラムの最中にもうずくまる事がある。間食について「隠れて食べてるかも…」発言あり、「家に帰りたい」と何度も訴えてくる。

